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We Are Not Alone
～もうひとつのすみか～

昨今における文明の急激な変化はその、

まま職場や家庭、一般社会の生活環

境、学校にまで繋がる。人によって1まこの

進展の早さについていけず、ストレスの

増大、コミユニケーションの喪失など社

会的ギャップを精神的安定を失う結果

になる。心の通い合う仲間がヽヽないことほ

どつらいことlまない。人院治療を必要とす

るほどで1まないが、学校や家庭に身を置

くことが困難な若者を救済する施設とし

て計画されている。

【学科賞】鈴木朋子

′ズ言r物の中を徘徊することは有効な治療

法のひとつになるとtヽうこととこ関連して、建

物令体を1つの街角のような雰囲気を

もたせた。

′とヽの病を癒すには時間がかかる。イ可か

を強制してやらせるというよりは、イ可もしなく

ていいと基本的に考えている。仲 F4がい

る、同じ境遇にいる人がいるということを知

るだけでいいと思っている。
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NATIONAL STADIUM
『NEUTRALL』

岩切盛浩

可動システムは、大空 1朗に無限の可能

性をもたらすと共に、全競技の日本一を

決定するNATIONAL STADIUMを
現実のものとすることができる。

『時「4』『空間』『人間』これらの問が一

つになった時、この大空間は人間の精

神を『ニュートラノン』にする。

海運町の集合住宅

大山紀子

利1戸市長田区海道‖」の3区画に共同

化住宅を計画する。

海運町は阪神大震災によって大部分

が全壊した。この共同化住宅は震災復

興住宅も兼ねている。再建者の大半は

高齢者で、単身者も多い。

各住戸の特徴はほとんどが南入りのリビ

ングアクセスをJl又り人れ共用部分 1こ値

栽やあふれ出しを誘発し、以前からある

付き合いを行いやすいコミュニケーション

のとりやすい空Π]にした。
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【吉武賞】
コレクティブ・ハウジング (論文)
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～ 日本における協同居住の可能性について～

■はじめに

「コレクティブハウジング」とは、台所やト

イレなど独立完備した桐人の住宅の他

に、複数の住戸が集まって家事や趣味

のための空間を共有して日常生活の

一部を脇同化する住まい方の事を言う。

■研究の日的

震災後、復興住宅として公営では日本

ではじめてコレクティブクヽウジングが生

まれようとしている。

しかし、この住宅が単に復興住宅として

だけでなく、高齢化・少子化問題、さら1こ

は家族形態の多様化、環境共生など

の観点からも、今後わが回にお1)る集合

住宅の一つの芽イプとして確立され得る

ものではないだろうか。

わが国に,9'けるコレクティブハウジング

の現状・可能性を探り、その開発研究、

及び実践の参考資料となる事を目的と

する。

■研究の方法

まず予備的研究として海外での事例や

コーポラティブタヽウジングについて、既

存の文献等から1青報を集めた。またそれ

と並行して、私は復興住宅での取り組

みに夕寸し、ワークショップに,9'けるサポー

ター(*1)と して参加し、こういう立場か

ら考察を進めた。

一方、自分の視点を復興住宅だけに

留めず、本研究の目指す日本全体で

の可能性について考えるために、共用空

間に対して積極的な計画姿勢を持つ

集合住宅の事例見学や協同居住を

研究している方へのとアノング等を適宜

行いながら、これの研究を進めた。

(*1)私が参加しているワークショップ

日よ、真野ふれあい住宅と腕塚ふれめい

住宅で、入居前に居住者が集まって、

共用空間をどんな風に使いたいか話し

合ったり、どんな人と一緒に暮らしていく

のか分かり合うための場である。サポー

ターとは、ワークショップの運営カドスムー

ズに行われるようお手伝いする人の事を

す旨す。

■考察

原田陽子

1.復興住宅での取り祀[みについて

復興住宅という緊急時の住宅建設の

中で、震災の教訓をふまえ、居住者どう

しの「ふれあい」を重視したこのような住

まいが生まれた事は非常に意味のある

事と言えよう。そしてこれらが取り入れられ

たとヽう事は、今後わが日に,っうける公営

住宅の可能性を広げ、良い意味での

影響を与える事と思われる。

しかし,F究を進める中で、復興住宅で

の取り組みは、あくまでも居住者白らの

主体的な取り組みである本来のコツク

ティブハウジング渤よその性格が大きく異

なるものである事がわ力Ⅲってきた。そしてこ

れらの取り組みは、マスコミ等 1こよって頻

繁に取り上げられているが、その結果

「日本でのコレクティブハウジングとは

下町的で高齢者向けの住宅なんだJと

いう偏った見方を生み出しかねなモヽ状

況にあると言える。

復興住宅での取り組みは、日本全体

での可能性を考える上でここから学ぶ

事は多いが、私 1まこれを「復興住宅はど

うあるべきか」というテーマを持った協同

の住まい方であり、わが国にユD・ 1)る多様

な脇同居住の中の一つの芽イプとして

す足えるべきだと考える。

2.わが回1こ幸D'1)る協同居住の現状

日本でのコレクティブハウジングの現

状は、今まさに生まれようとしている時期に

あった。

一方、今までこのような協同的な住まい

方が全くなかったわけではなく、これに似

た住まい、「l′l芽的といえる事例があること

がわかった。さらに、新聞のわずかな記

事がきっ力■)で、1れ同居住を積極的に

研究・計画している組織がいくつもある

事もわかり、現在、わが国で1よこういった

協同的住まヽセ求める動きが全国的に

高まりつつある状態にあると言える。

3.日 本にお1)る脇同居住を考える

北欧など海外での事例では、家事の合

ナ里化を目的とした協同の食事運営がコ

レクティブハウジングの核であり、またこ

れを行う事がこの住まい方の最大の
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田能遺跡再整備計画
～地域にねづく史跡公園計画～

岡村綾子

尼崎市『田能遺跡劃は、弥生時代の文

化を支えた、水田の遺構や米作の遺

物などを残す、重要な文化遺産である。

しかし、現状の調査を行った結果、近

年人館者数が減少傾向にあり、住民

の意識の薄れが感じられた。

そこで、凹能遣予亦が地域での共通の話

題となり、誇りとなる、地域に根づく田能史

跡公園として、『基本理念』、『基本計

画』をもとlと、再整備計画を行った。

丹波亀山城復元模型製作

小田竜哉

現在の京都府亀岡市に天正七年(一

五七九)から、明治初期頃の解城まで

存在してヽヽた丹波亀山城のチ成郭部分

を復元した復元模型である。現在の亀

山城跡は大本教の本部となっており痕

跡 1よ全くないが、苦力】ら残っている亀山

城絵図や、正保城絵図等の絵図資料

や現存している古写真等の資料を元

に、広島大学の三浦正幸助教授のア

ドバイスを参考にしてこの復元模型を製

作した。

Community School
～jun or h gh school～

林 裕子

近頃の子供達って…… 七ヽったいどうな

ってるの?近頃の学校の機能って…・・・

どう在るべきなのだろう?/学校とヽう教

育機関の在り方を改めて見直すと人間

形成の場/児童生徒だけでなく地域

住民の生涯学習の場……

教科教室型の運営方法を取り入れるこ

とで人間形成の場となる事を考える。

地域との共有空間を持ち積極的に地

域開放を行うことで生涯学習の場となる

事を考える。

高倉台小学校のリニューアブレ

本城佳奈

学校建築のオープン化は、近年我が

回でも盛んに取り入れられている。それら

は評価され、年々増えてきているのも事

実である。しかし、学校の建て替えには

莫大な費用がかかるだけでなく、最低で

も1年は建設期間として運動場をつボ

し、仮設校合での生活を余儀なくされ

る。そこで、片廊下式の校合の一部を増

改築することでオープン化された学校に

変えることができるのではないかと考えた。

group house
～3家族が共に暮らす家～

村上 明

長屋という小規模な住宅のスケーノンを

考慮に入れ、3家族(3世帯)がそれぞれ

独立しながらコミュニケーションをとること

が出来る様な住宅の設計を日指した。

敷地:大阪府大阪市阿倍野区

The Summer Holidays
～島の生活と路地空間～

大橋昌平

私達は休暇を楽しむという事を本当に

理解しているのだろうか? 休暇に予定
を作りそれを実行する。それも一つの楽し

み方で1まあるが休暇の本当の楽しみ

方はやはり休むことではないか。私はサマ

ーホフディ等で普段の生活から離れて

自分達が現地の生活スタイアレに染まる

島空 1町を設計した。そして短期の観光

客はもちろんのこと、中、長期的に滞在す

る人が島の生活を送れるような夕Iクンを

考案した。
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意義を生み出していると言える。

一方、文化や社会的背景の違いを考

慮しながら、日本での協同の食事運営

を考えると、これは家事の合理化tヨまなり

にくtヽと思われる。わが回でこれが成り立

つ要因は、家事の合理化とヽう観点か

らで1よなく、「集まって食事をとる」それ自

体に意義を見い出した場合に成り立つ

ものではないだろうか。

4.実現に向1)て

「下足の履き替えをどこで行うのか」は、

日本におt夕るコレクティブハウジング特

有の問題であり、計画をする上で非常

に重要な要素と言える。

つまり下足の履き替えをする位置によっ

て、居住者が共用空間に対して抱くイメ

ージが変わり、使われ方や使用頻度な

ども変わってくる事が予想されるのであ

る。

A全住戸分の玄関を一括するタイプ

住戸

C和室等を除ヽヽて共用空間が土足タ
イプ

鰤

住戸

住戸

住戸

A、 B、 C、 それぞれに良い面、悪い面が

あり、どれが日本で最も適したタイプとい

う事は言えない。敷地条件や住戸数、居

住者の好みなど1こよるものである。

5,展望につなげて

高齢者が安心して住める居住環境とし

てグノレープハウスなどで協同居住が実

際に計画されつつあり、高齢化社会とい

う観点からでは、わが回での協同居住

の可能性は大きいと言える。

一方、本格的な協同居住、つまり居住

者が自ら主体的に取り組み、多世帯多

世代混合型のプロジェクト1よ、居住者と

供給者側の十分な理解と情熱がないと

実現不可能であり、まずそのための上

台づくりにH手間がかかることと思われる。し

たがって、日本でこれが定着し、馴染ん

でいくt引ままだまだ時間を必要とし、長

期的な視野でこれを捉えていにとが重

要である。

協同的住まいとlよ、わが回では今後どの

ような形で生まれ、どれだけ実現されるか

まだわ力ちない。しかし私には、こういった

住まい方の存在自体が人々の考え方

や社会の流れを功り激を与え、結果として

まちづくりや環境づくりに役立つ重要な意

味を持つ住まい方であると思われるので

ある。

食糧自給革約30%と ,F常にイIミく、農業

を海外に依存しすぎているわが回は、海

外で頻発する異常気象とこよって起こりう

る食糧難は大きな不安要素として存在

するが、回上のほとんどを山地で占めら

れ平地が非常に狭く、いざというとき1こ農

地を開拓することはほとんど不可能な状

態1こある。

では、どうしたら農地を存続することがで

きるのであろうかと考えたとき、私は単純に

人々にとって農地が「なくなってほしくな

い。なくてはならなモヽ。」とヽう存在とこなること

だと答えを出し、その方法撚 すためにと

アリングを4手った。

「農地が減り続1夕ている現状をどう思 tヽま

すか。」とヽう質問では多くの人から「なく

なって1ましくなヽ 。ヽ」という答が返ってきた。

「それはなぜですか。」という返事t引ま「昔

と変わらない風景がそこにはあり、1表力】し

さを感じる。古き良きものを失いたくな

tヽ。」といオうな意見が多く返ってきた。

私は農地としうものの存在が農家にとっ

ては農作物を生産するための場として存

在するのに対し、農地を持たない人たち

にとって農地は風景としての存在意義が

強いこユこ驚いた。

しかし、私の地元は兼業農家が9割以

上を占めるところで、手間のかかる畑は

少なく、ほとんどが田んlFであるため、減

反 1こよる荒廃田が多く存在する。さらに、

新興住宅地などに農地が浸食されつつ

′)るため、農村風景としての統一感がな

大阪市西成区釜ケ崎 (論文)

く、風景として人々に愛されるようなもので

1まない。

そこで私は都市化の進む地域に残る農

地の存在を強調することで、少しでも風

景としての農地をつくりだせなぃかと考え

た。

どんな方法でもいいから身近な農地に関

心をはらわせることで、地元密着型の農

産物消費の流通をつくり地元の農地の

存在意義を高め、強いでは農地個々に

消費者が固定させることでより強い存在

意義が持てるよう1となるので1まないかと考

えている。

最後に、兼業の農業を継いでいくものは

どんどん減っていくだろう。私は本研究を

するにあたって農地の重要性を知り実

家の兼業の農業を継ぐことを決めた。し

かし、建築と七ラ職業に未孝束があるため、

私 1ま自分がこれからやっていく農業とヽう

ものを新しく自分なりに定義し直した。

建築Ыよある空間に人間がつくり出す人

工物によって空間を演出する行為だと

すると、農業渤ま農地としラ空間を人間の

つくり出す農作物とこよって空間を演出す

る行為だと言える事に気付き、建築も農

業も空間を演出する芸術行為として同

じ行為であると定義した。

これから私は他の農家に負けないような

日本らしい風景を農地とヽう空間に演

出してい1)るような芸術活動ができる農

民として頑張っていこうと思うのである。

早く、午前3時頃から1まとんどの人が一

日の職探しを始める。労働者たちを中

′いとして動いていると言える釜ケ崎の街

は、周りの商店なども彼らに合わせた営

業イ舌動をしていると言える。

朝、仕事にアブレた人達の生活は、た

だ何もせずに一日を過ごしているといっ

たような感じの人が多かった。

ドヤの環境は、3畳前後の空間にテレビ

と布団程度の物が置ヽヽてあるといった感

じ。遮音性が悪い、採光が取れていな

い、不衛生であるなどあまり良い環境で

はなかった。

彼らの食事は、飯屋や屋台などでされる

ことが多いようである。

■まとめ一釜ケ崎の抱える問題点―

郊外型住宅地の生活構造を見る(論文)

「食」と「住」におとヽて1割題が顕者に見ら

れた。

「食Jで考えると、外食がほぼ100%の

為、栄養が片寄りがちであった。後、酒

の暴飲がもとで体を壊す人が、この街に

は極端に多い。

「住」につ七て 1よ、ドヤの住環境だけでも

かなりの問題がある。ドヤの宿泊費が、

平均 1泊 1,500円 で、1カ月で1ま 45,

000円 となり、かなりの高額である為、

日々 の生活が安定しない彼ら1ことって、

その値段では負担がかなり大きヽ 。ヽ

他に、治安の問題も上げることができる。

街に足りないものとしては、健令な意ll水で

の「娯楽」が上げられる。

鴨子ヶ原にユ。‐1)る成功の要因は、開発

者4U力 自`分たちが開発しようとしている

土地の特徴を熟知し、おそらく入居してく

ると思われる住民の要求にぴったり合っ

た開発を行えた事、「必要最低限を作

っておいたから、後は自分の好みでどう

ぞJという開発方針が、人居者が自分の

CUBISMから3次元空間への試論的考察 (論文 )

価値観で生活や町を作ってい1)る余白

を大きく残した事といえるだろう。

このような、大胆かつ配慮のある判断こそ

が、まさに環境をデザインする1こ必要だと

思われる。鴨子ヶ原を見つめてみて、こ

れからの住宅地開発にも応用できるの

ではないだろうかと考えた。

住戸

共用空間

B共用空間前に玄関を持つタイプ
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住戸

～神戸市東灘区鴨ヶ原を例に～

1.目 的

今日、郊外とは多くの人々にとって生活

の場となっているが、その交b外には都会

の成熟した既成市街地ほどの質の高

さや魅力を持った町が少ない。どうすれ

ば良い町ができるのか。今回は、郊外の

住宅地でありながら魅力的な生活環境

を持つことができた鴨子ヶ原とtヽう町の

調査を研究テーマとした。

2.考察。結果

このⅡJlま有機的で表情のある町である。

阪神間とヽう立地、神戸を見渡す六甲

山南斜面の心地良さ、自然地形を残

した開発、広い区画割り、山の樹木や

住民達の庭木とこよる緑、町の中の小川、

これらの街並みを構成する要因が、町

の質を高めている。そこで、これらの魅力

的な要因がどの様な過程で生まれてき

たかだが、S32年 の兵庫県による開発

分譲の手法の巧さが大きかっただろう。

当時の開発担当者の話では、阪神問

に似合う趣のある住宅地を作ろう、日よっ

きりした街のイメージを持って言I‐画したそ

うだ。また各々入居する人の好みもある

だろうから基礎的な事だ1)をしっかり行

い、後は住む人に任せて勝手に手を入

れてもら,D‐うと、あえてひな段造成や木の

伐採は行わず、自然地形や環境を残し

片山由紀

たり、建て売りの住宅を平屋であるのに

頑丈なコンクリートベた基礎 1こし、将来

2階を乗せるなどの増築にも対応できる

よう先への考慮も4予った。

このような入居者の自由な好みとこまかせ

た開発方針や粋な心くばりを感じる計

画が後に上手く働ヽヽた結果、今の鴨子

ヶ原があると言えるだろう。

また入居者の方も、上手1ここのⅢ丁lこ住ん

できた。例えtデ、砂利道の舗装、バスの

開通や街灯設置を要請したり、一住民

が幼稚園を自らの私財で設立したりと

積極的t割丁を向上させる動きがあったよ

うだ。つまりこの町の質の高さ1まそのまま

この町に関わった人 1削の質の高さに通

じ、この町の魅力的な生活環境を形成

する要因は、このような人達の意識レベ

ノンの上で生まれたと言えるだろう。

鴨子ヶ原の経緯を見ていると、同じ郊外

分譲住宅地ではあっても画一的で標

準芽イプのⅢ∫並みが続く、過剰なほど完

全に整ヽヽすぎた現在のニユータウン〕ま

開発手法や方針、分譲後の住まわれ

方にも大きな差を感じる。

個人である入居者の欲求するものは

各々違って当然なのに、標準 1よこれだと

決めてかかってT′Fってしまうことに、そもそも

無理があるので1まないだか力ち

平面Bま、人間の視界に写るものすべて

である。立体が立体であると証明するた

めtヨま、それに触れる以外に方法は無く、

時間と共に常に変化してゆくこの世界に

お'いて、人キ酎の記憶、学習によって得た

知識すべては信用できない。また、人々

はノンネッサンスの流儀で世界をみつ

め、3次元的世界在見を受け入れることに

習慣づけられてきた。それに対しCUB‐

ISM作品は、「平面にお1)る表現」という

コンプレックスのもとに「3次元自体」を

表現した。それ1ま抽象的な断片の集合

によるある種「平面 1こおける新しい3次元

の写実」と言えるものである。私は、3次元

空間が我々の知る異常に密度の高いも

のであり、いろいろな可能性を秘めたも

のであると考えている。また、建築表現、

立体表現におtヽて「3次元空間内に無

限に存在する平面 (2次 元)」を重要祝

することで、3次元空間をより認識できると

も考えている。本論文は、私が「情報量

の多い平面」として考えているCUBISM
について考察し、その表現方法が立体

表現に幸D・ヽヽて利用できるのか、また、どの

ような影響を人問に与えるのかを知ること

を目的としたものである。

最初に研究の結論をいうと、空間が存

日生の集落の魅力を読み取る(論文)

八町和昭

在する3次元において「透明な立体」とし

ての空間を作り出す建築こそがCUB‐

ISMの立体表現にムさわしい表現方

法であるといえる。なぜなら、透明な立体と

はピカツの作品に見られる要素だからで

ある。また、グラックの作品に見られる要

素である、空間を見せるための「不透明

な立体」、物質、このような要素も3次元

tヨよ存在しているからである。このような表

現1ま 3次元にお・いて簡単1_TJ用できる。

しかし、いまある建築1ま 3次元から隔離さ

れた団体にすぎない。「平面に凝縮され

た3次 元空 間(CUBISM)」 を「3次 元

空間内に無限に存在する平面 (2次

元)」に引用することで、3次元を強調す

ることができるであろう。それは例えば、自

由に動1)る複数の視点があり、それらか

ら伝わる情報すrwをひとつの脳に集結

した状態を、ひとつの視点に,D・いて可能

にする環境を造る事である。

現在、存在する建築はすべて立体であ

りながら、平面であるCUBISMと同じレ

ベノンである。

3次元にお1)る立体表現におtヽて、これ

らすべてを可能にすることで人間は3次

元を知るだろう。

住戸
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兼業としてのわが家の農業と私の付き合い方(論文)

～釜ケ崎に住む人々の生活調査～

■釜ケ崎渤よ

西成区の北側、南海電鉄、JR環状線、

阪堺電鉄で□まれた地区を人々は釜

ケ崎と呼ぶ。この地区に住む住人は、自

分の住所とこうものを持たず、その日その

日で仕事・眠る場所を探す日雇労働

者で、街の人口の8割を占める。

そんな釜ケ崎の街に、世間の人々はか

なり偏見を持っている。そんなにこの街は、

普通の街〕よ違うのだろうか。

本論文では、釜ケ崎の街がどのような要

素、人々で構成されているのかを調べる

岡 大輔

とともlこ、人々がどういった形で生活してい

るのか、調べることを目的とする。

■調査内容と結果

釜ケ崎の街の構成、街を構成している

人々の観察、ドヤの現地体験。

街は完全に労働者達を対象に形造ら

れている。まず、「住まう」ための場所がド

ヤで、一泊1,000円 ～3,000円位であ

る。次に「食」をするための場所は呑屋、

飯屋、屋台など。後、服屋や道具屋など

もある。

釜ケ崎の街に住んでいる労働者の朝は

～農業の新しい概念～

敗戦日から経済大国に急成長した日

木であるが、その過程で、父たち世代は

農地を守るために専業農家から兼業農

家への選択を余儀なくされ今に至って

いるが、世代交代を迎えるとこあたり、私た

ち世代はいきなり農地を守るために赤字

【学科賞】大石和則

経営の兼業農家への選択を迫られて

いる。

そのため、世代交代はうまくいかず、兼業

農家1ま減少の道を進み、それに伴い農

地までも減少の道をたどっているのであ

る。

～漁業集落の構成原理の研究～

□研究の目的

この論文のテーマである〈岡山県和気

郡日生町〉は、私が生まれ育った町であ

る。この日生で生まれ生活してきた。近

年ではを見光化が著しく進むようになり
'l]

南 奈緒子

の一部は変容するよう1こなった。地域の

特性を十分理解されていなヽヽ計画諸

要素間の微妙な1剰係を壊してしまう計

画に違和感を感じた。そこで、町の記憶

力ち薄れようとしている生活、歴史や文化

和室

⑫
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を日生町にある漁業集落1こある空間構

成を調査、研究することで日生の集落

の魅力を再認識させることを目的として

いる。なお、この研究をもとに地域に密着

した町づくりの提案を目的の根源として

いる。

□研究の方法

歴史的背景から日生町の成立過程を

みるための埋立地の変換、環境単位

(本系。尾根、谷線・路地)の分布、
コミュニティー単位 (地 区区分・施

設)の分布を調査し、かつて漁業が盛

んに行われ、な孝D・かつ日生湾を囲むよう

に立地する2地区(南小路・日陽小路 )

を選定し、現地でのフィーノンドワークを

もと1こ空間構成をつくる要素を比較、考

察を行う。

□日生(南小路。日陽小路)の空間構

成要素の考察

1.自 然環境単位

地形と居住域、水系、路地

急傾斜な山が海に臨んだ日生の集落

は、限られた空間を住環境としてきた。そ

の制限された広さの中で平坦地をつく

り生活空間を確保している。自然条件

を中心に空間構成される。

2.生活県境単位

神社・公民館・店舗・井戸の分布、住

居入口。裏日のつき方、排水路の構

成、かべ・へいの構成、屋根伏せの方

向、路地にめムれ出す表出物の分布

漁業集落のようとこ土地に限られた空間

tヨよ、広い庭的な空間は少ない。そのた

め路地の使われ方、集まり方t引ま特徴

があらわれる。私的(個人の庭)であり、

公的(住民の通路)でもある中性的な

空間が存在する。路地にあふれ出した

表出物は、住居と路地の関係、地形に

よって出来る段差と路地のつき方、住居

の入口のつき方などの路地のもっている

要素、住居のもっている要素、空間の中

にある多諸多様の要素 1こよって作り出さ

れる。

□まとめ(日 生の魅力から・・・)

自然条件に逆らわず立地する集落は、

不便も多いが、空間の中に多くの要素

が存在し、経済的に価値のないことであ

ったとしても、潜在的1こ心を養っていたり、

その手助けとなったりする。人々の生活す

る智恵を蓄積し自然との生き方を学びと

り、その土地に根付いていく。生活空間

の中に混在する要素と町の中の要素

が重なりをもち、働き力■)ることで、生活が

円¬こっながり、生活の風景も町の風景と

なる。町1こ積み重オaられた生活は、町の

独自性の文化である。この地域に密着

した生活を中心に、新しい町づくりの基

盤を考えていきたい。

観の変化による、旧城下町の範囲の誤

認、つまり十日城下町と新しい市街地の

境界が、一般人t引ま理解しにくく、姫路

の場合、南は旧城下町の外、明石の

場合、南は旧),免下町の内とヽうよ〕こ、同

じ駅の北と南で町の性格が異なっても、

後者の方が遮断性が感じられないの

ではとヽう考えである。

総括として結論から述べると、夕E路にお・

1)る鉄道敷設は城下町そのものの分断

で1まないが、現在の日丁lこおいては立派な

建築の中の可動性 (論文)

分断である。つまり、前にも述べたようとこ、

姫路の場合、鉄道は旧城下町の外を

通っているので、城下‖]^形態の継承と

いう点では評価できるが、新しい町との

融合とtう点で分断という問題が生じる。

それに対し明石の場合は、旧城下町の

中を通っているので、もともと一つの町で

あるから遮断性は少ないが、城下町形

態そのもの力M皮壊されてしまっている、と

tう事であり、きっかけで感じた疑間の

回答につながると私は考える。

カ ダクデゞ
～
‐―ス

城下町「姫路」における鉄道の敷設が及ぼした町の変化に関する研究(論文)

～ビエール・シャローのグルザス邸を中心に～

現在の日常生活の変化、それに振り回

されることなく自分自身の生活速度に合

ったものが必要とこなってきている。そのこと

が直接建築に関わり合ってくる。

本研究の目的は、ピエーノン・ンャロー

の作品を通じ、その時代背景から建築

の中の動くことを何故、彼が追究したか

を知るため、彼が施した仕掛 1)を分析

し、その家具が置かれたダ′レザス邸の

内部空間の構成、その物たちの空間に

おける存在感・動線の広がりを見つめる

ことにある。この研究をすることによって、ピ

エークレ・シャローの追究したこと未来を

考えていきたい。

ダノンザス邸について、シャローは自分の

作品に関する最初の論文の中に目標

に触れた部分がある。「規格化を前提と

して職人とこよって実現された一つのモデ

ノン」と言吾っている。

3層からなる医院と住宅に改築した鉄骨

造のア起物で、ガラスレンズ・カーテンウ

オーノンやユニット化による合理化を意識

したプレファグエ法の先駆的例である。

仕掛けの施された家具の魅力の分析

としては、その家具たちが置かれたガラス

の家の内部空間の構成、その物たちの

空間にお1)る存在感・動線の広がりを

見つめる。家具を年表とこ分布で得られ

る結果をまとめていきたモヽ。

彼のデザイン要素 (仕掛け)として、回

転。軸。軌跡・宙吊り・遠隔操作などが

ある。彼のデザイン(動き)をみて機能と

いう言葉に四つの性格を挙げることがで

鐘ヶ江周平

きる。まず最初に場に対する展開、回転

などがある。使用する人に応じて拡張で

きる家具、邪魔 1こならないよ〕こするための

展開、利用しているときの人のしやすさを

考えられた家具、用途に合った展開など

力溜訥デられる。

発表当時この作品はその機 ll戎傾倒が

注目されながらも、近代建築の枠組み

の中で大きな評価を与えられたわけでは

ない。しかし、住宅内部にちりばめられた

機械形態の精緻な引用は、現在なお

新鮮な魅力を失っていない。19世紀に

既とこその不可能性が立証された永久

機関、すなわち自立する機械にテ寸するい

まだ未果てぬ夢が、そこtヨまある。

ピエーノン・シャローがダノレザス邸を設

計する際に、デザインの仕方として現場

での作業が多いことが分かった。

時代背景から、建築も機械的な表現を

進む中で最も機械的な要素を含んだ

物をつくっていることが分力】った。

更にダノンザス邸では、インテフアに動く

家具が組み込まれている事で、空間内

の要素を豊力1こしている。

今 日、日常生活におヽヽて、様々な状況

に対応した態度の必要性、欲求される

生活空間が変わってきていると思われ

る。そのためには、空間内部を自由に変

えることができるような装置が必要ではな

ヽヽか。

規格化された生活空間を変えていかな

1)ればならないと考える。

今回この研究を始めたきっか1)として、

女臣路中〃じヽ吉Lに幸っ・1)る JR女臣路駅 1こよる田丁

の分 lムFと、それを挟んだ南北町なみの

違和感、また筆者自身が感じた、この

鉄道敷設によって
'成

下町そのものの形

態に影響を及ぼしてしまったのではという

疑門と関心によるものが挙げられる。

よって、城下町の誕生から城下町完

成、そして鉄道敷設から現在の城下町

の姿といった、歴史的背景とこよる町の変

Tヒと鉄道による‖子の変化を中,いに着目

し、同時に姫路と同じ),売下町であり、鉄

道敷設1こよって町の形態に影響を受け

ていると思われる、近隣都市である明石

についても調査し、両都市の鉄道による

和田英樹

遮断性を比較分析することをこの研究

の目的とする。

両都市の歴史及び現状を分析した結

果、町の性格は両都市とも鉄道を基準

にして、南ヨヒでそれごれ明確に異なって

いる。

しかし、姫路t_1ヒベ明石の方が駅南北

の雰囲気の違いが強 載ヽともかかわらず、

駅による‖∫の遮断があまり感じられない。

その要因としては、ただ単に都市の規模

の違いと、駅形態の違い(姫路→地上

路線、明石→高架路線)だけで1まない

ように思われる。駅が建設された位置と

旧城下町の範囲にも関係があると私は

考えた。それは現在の城 1こ対する価値

【吉武賞】
〔Play〕 Chair
～立ち上力`りやすい椅子～

椅子は、従来座った時の安楽感を求め

るため1こ作られてきた。その中で、やわら

かさを用いたソファー、揺れを用いたロッ

キングチェアなどが生まれている。しかし、

座る行為、立つ行為に安楽を求め、作

られた椅子がなぜ生まれていないのであ

ろうか。

人は一 日の中で「座る」「立つ」を繰り

返し、立ち上力ゞるとlJイ
′
Fをイ可げなくイ子って

いる。21世紀高齢化社会を迎える1こめた

り、この動作は、多くの人が苦痛に感じる

濱田英律

事の一つに変容するであろう。

その中に秘める問題点をこの「立ち上が

る」動作をテーマに、コスト、安定性、運

動(自 立)、 安楽感の4点 から見いだ

し、ユニバーサノンデザインを基に改善、

発案に努めた。

その結果、若席者の重心移動で優しく

立ち上がることのできる「プレイチェア」が

考案された。

工業デザイン学科
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ホームオフィスの

'F究～住宅のインテリアから見たホームオフィス～

康 宇廷

現在、省エネ、高齢化社会、通勤など

の問題に、インターネットの発達、パソコ

ンの小型化と低価格 1こなっているので、

在宅勤務が可能になっている。

今回の研究では、在宅勤務用の家具

を製作。今まで使っていた日常家具の

様だ1)ど、仕事時1ヨよオフィス用のデス

ク、いわゆる仕事場 1こなる。本来、家という

休める場所のイメージを壊さずに、仕事

の時を引よその家具一つでオフィス環境

が出来る家具の提案。

イメージ空間構成
～ダンボール紙による大空間の製作～

吹田文吾 村西責洋(共同研究〉

私達が小さかった頃、友達と「基地遊

び」をして楽しんだ思い出がある。今回

の作品は、今も忘れられないその思いの

延長線上1こある。オお料は身近なダンボ

ーノンに限定し、イメージ空1出Jを構成する

こととした。バックミンスター・フラーの考

え方を学習し、実際に制作実験を繰り

返しながら素材に適した制作方法を導

いた。結果として、そのおもしろさを体感

できると考えられる、二種類のイメージ空
「円を命」作した。
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線材による(座〉の可能性
～Stra n Cha r～

田日裕―

これまでにロープやワイャーなど線羽を

'IIい

た椅子がいくつか竹̀
ら
れてきたが、そ

れら1よ線オJを二次元的に構成しく座〉を

形づくって,Dうり、平面的な座の延長線

Lにある。そこで、線材を二次元的表現

だけでなく二次元的に捉えることt二より、よ

リー層の祝覚的効果が得られると考え、

線材で構成された構造白体が造形的

効果を生むような形態を模索し、この

『Strain Chair』 を制伯i提案する。

Circle Space
～パーティション機能を持つたワークデスク～

田中啓介

我々の住生活の中に在宅勤務などパソ

コンを使った作業が取り入れられると、

1』人の集中できる空間が必要になって

くる。この

'と

はP引大にまで広がる筒状の

パーティンョンを持ち、ヅビングなどのパ

ブリックな励,こ簡単tン ―ヾンナノンな空‖]

を作り,Lすことができる。自分の集中の

度合七ヽこ応じた形にして使用し、使わな

tヽときtヨよ三角にたたむ事ができる。

21世紀のメーターの在り方
―ECO PLAN―

辻本仁史

これからの社会もエネノンギー需要が高

まると考えられるが、一方で環境悪化も

深刻化する。この様な中に於いて、1人 1

人の意識の中 に「省エネ」を訴えるた

め1ヨよ「電気」を例に挙げた場合、電力

会社・家電メーカー・各個人の相互の

理解を,朱めるヨ引ま重要だ。

その上、みじめさを感じさせず、積極的

に省エネを促し、又、容易に工身、アツギ

ー使用量が分かる様な白己計画管】Ⅱ

システムを含めたメーターを提案した。

自分で作る家具の本
～簡単でユニークなダンボール家具の「型紙集」～

西村嘉治彦

現代、物が途れた世の中で、人は既製

品を購入し、その物に飽きるとすぐに新製

品を雌入して、古い物はすべて廃棄して

いる。この世の中のリサイクノレは、ゴミド∬

題、資源問題を生み、それらの問題は

現代に根づいている。

この世の中だからこそ、ノスタノンジー的

な物作りの楽しさを提言し、生活サイク

ノンでよく日にする紙 (ダンボーブレ)素オぢ

を使い自らの手で、家具を作る手助1)と

なる「木」を提案した。

「やさしい あかり」
～間接光の魅力を生かした照明器具のデザイン～

花岡玲司

この作品は、「1接光を大切にしようと思

いました。また、造形の表現として「光の

流れJをイメージしています。そして、光源

を見えない位置に置にとを第-1ゴやさ

しいあかりJを作り出しました。

素材それぞれの持ち味の違いによって

光の感じ方も変わってくるので、索材を

鉄、アクリノンとして「光」の

'賞

出を表現し

ました。

ベッド移動を考慮した車椅子の提案
～ポランティア活動の実体験をベースに～

平四―郎

ベッド→車椅子の移動介護は一般的

に、被介護者を抱きかかえて移動させる

ため、介護者は腰などに負担がかかる。

実際に自分白身が移動介護を経験し

てみてその大変さを痛感した。

そこで、FF椅子の庄面にスライド機能を

取り付け、抱きかかえなくても移動介設で

きるようにすることを考えた。形状は、ツクラ

イニングできるような形にするよ)と がヽ1)

た。

自転車感覚で乗れる電車ブ,三輪車

本多浩―郎

一般的に電動三輪車は、福れL機器=
特殊といったイメージが強く、まだまだ日

常的だとは言いがたい。そこで、来せられ

ている感じで1まなく、もっと気

“

.たに外出で

きる来り物としての電動二玲‡を提案す

る。

夏の砂浜を快通に
～ウォータースポーツシューズFAQUA WALK】～

脇 友

夏、ユ毎水浴に出力1)、 いざ帰ろうと

''チ

から

あがると濡れた足に砂が付いてしまいす

くHこ‖とを履1)なかった、磯や岩場の移動

時、砂浜の貝殻や心無い客のゴミなど

で足を'l.た我してしまったとtう不快な経

験が誰にでもあるだろう。

こんな足下の不快感を解 i曹する為に提

案するのが履いたまま海で遊ぶことので

きるウォータースポーツシューズ

『AQUA WALK測 である。

9 10
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散策のためのナビゲーションシステム

荒木可奈子

様々な物が氾濫する中、物の価値感が

無くなり始めた。本当に必要なモノは物

を使用する事 1こよってあムれ出る充足

感、満足感なのだと思う。このナビダー

ションは地図データ上に自分の体験、

行動を書き重ね、自分の行動範囲、趣

llオ、の枠を広げる為のツーノンである。物

1こ対して受身的になるのではなく、自らが

道具を作り変えてゆく事で自分のアイデ

ンティティを確立しようとする提案である。

For walking pleasure.′
～プロセスデザィンによる楽しい「歩きカタ」の提案～

【コース賞】告村大助

歩く喜び、楽しさを向上させるための新

しい道具を提案する。新しい「歩きカタ」

を提供するためのキーワードとして、プロ

セス(過程・4子程)を実感することで得ら

れる楽しさを研究すると
「
〕時に表現、デ

ザインし、提案した道具に取り入れてみ

た。この提案で行ったハードやソフト上

での「楽しみカタ」へのアプローチなど

が、今後の機器操作やインターフェー

スに対する新たな展開にもつながっていく

ことを行じてJとまない。

11
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【吉武賞】
テクノミュージックとファッションの関連性 植物の衣をまとう

～葉一YO―～

佐々井水音

植物は人間同様に衣の生活を営んで

いる。それは装いであり、季節が変わるた

び異なる外観を示し、環境に適した変わ

った形態や、様々な形や図柄を持つこと

である。

そこで人間の衣装に、植物の葉をモチ

ーフとして取り入れ、葉の形を服のフォ

ノンムとし、業脈を月Rの柄として生かし、デ

ザインを展開する。

文字を模様に用いた布地の製作
～小説的～

白根佐知子

私たちが普段使用してヽヽる文字は、主に

情幸R伝達のための需己号である。グラフィ

ックとして多様で豊かな文字の形態に

着日し、文字の連なりによって出来上が

る文章の内容を意識しながら、文字の

模様化を試みる。

模様にする文字として多くの人に親しま

れている小説の冒頭部分をパターン化

し、小説の雰囲気を生かしながら文字

のもつ面白さを引き出す。

海洋生物を″モチーフにした衣服制作
～海のいきもの～

中村英里

海のいきものたちは、たのしい。

1毎のいきものたちは、ちょっとへんてこ。

そんな海の生物の豊かな表情を、服で

表現する。

ヒトデ、クラダ、イツギンチャク等を主な

モチーフとする。使用するテキスタイノンか

ら制作し、素材感を工夫することによって

海洋生物の不思議な質感を、カラフアレ

な色彩によってたのしさを表現する。

オパータレプリントで捺染した服地
～カオス～

朴 五Ⅲ贋

自然科学であるカオスをテキスタイノレデ

ザインにアレンジ、模様化するのカドロ的

である。

カオスの特徴の一つであるフラクタノレ

図形を中心とするが、フラクタノンの次々

と出てくる不思議な模様をモチーフとし

て、いろいろなデザインを計画する。方法

としてオパーノツプツントと、シノンクスクノー

ンプリントで表現する。そして、人間が身

にまとう衣服素羽やインテツアフアブツック

にふさわしいデザインをする。

～TECHNOSH10N～

大野亜希子

ファッションの歴史をたどると音楽から発

祥した流行が大半である。音楽からの

インスピレーションはあらゆるデザイン活

動に対して多大な影響を与える。今回

音楽とファッションをもっと密な関係にお̂

いて、双方のコラボレーションを試みよう

と思い、色 な々時代のものをミックスさ

せ、構成されたテクノミュージックを選

び、新しい時代の感覚を取り入れたフォ

ーマノンウェアを展開する。
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仮名文字と洋服の融合
～かなをつづる～

格 伸江

日本の女性文化の一つである仮名を、

西洋の女性文化の一つである洋服に

取り入れ、融合させる。仮名文字はH

本独自のものであり、日本の文化であ

る。平安時代に成立し、「女手」と呼ば

れ、特に女性の間で広まった文化であ

った。女′lアJ〕こ支持されていた文字だと川こ

そのシノンエット1こも女性らしさを感じ取る

ことができる。私はそのシアレエットに魅力

を感じ、女性が持つ特有の暖かさ、温も

り、優しさを表現したいと思う。

家族のための

快適なライフスタイアレの提案
―voute des c eux～

【コース賞】 横地清美
現在、家族を対象にした複合ショップが

増え、グランドを見回してみれば、大人

服から子供服までを扱っているグランド

が多く見られるようとこなったが、実際売場

展開までは追いついていない。

家族の意識調査をふまえて、今後の家

族のニーズに合った商品から売場づくり

までを提案する。

ニットで服地をデザインする
～のびる～

横山貴美子

「のびる」もの。それは自然のものでいえ

ば、砧物のようにぐんぐんのびるもの、人

工的なものは、道路や線路のようとこ、祝

界を越えてのびていくものがある。

もっと視界を広げれば私たちの身の回り

日よ、たくさんの「のびる」もの力。ある。

私の感じた「のびる」ものを、ニットという

「のびる」素材を使って、それを生かし、テ

キスタイノレをデザインし、衣服を製作す

る。

踊り手と共とこμ耐る
コスチューム製作と研究
～Dancing costumes w th dancers～

天坂亜希子

バレエやダンスのような舞踊の舞台衣

装は現在、クラッシックなデザインのもの

はたくさんあるが、モダンでユニークなデ

ザインのものはまだまだ少ないよう1と思う。

そこで舞台衣装とμ耐りを関連づけ、踊り

手により動きを強調させる衣装を着せる

ことができれば、見る側に踊りだけでなく

衣装の変化する様子のおもしろさも加わ

るのではないかと考え、F市ることによって変

化する衣装の研究と制作を行う。

フリークス・カスタム・フィギェアの制作
～カグヤヒメ～

安部恭子

フノースを想うと、私の心は、幾つもの押

し寄せる波とこ湯れてしまう。それでも言え

ること1ま、雨に濡れるのを恐れるのは私

達、答えを捜し星を仰ぐのは、私達の方

なのだとヽうこと。星に、約束に、見離され

ることの穏やかさ。『邪Jとして1博らえられ

がちな、フツークスのイメージを、本来は

『両義的』であると意識してほしくて、

『聖』のイメージをアピーノンした。カグヤ

ヒメを愛して下さい。

AB=′(/oたo
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ものの視え方とそれに影響を与えるもの
～作品の音読みと訓読み～

泉森健志

今、自分が認識しているこの世界は今ま

で得てきた知識とそれに対する自分の解

牙尺1こよって構成されています。その解釈

の際、大きな比重を占めているのは「言

語能力」で1まないかと私は考え、卒業研

究として進めました。作品内に於いて作

者の意図等を唯―「言葉」で表してい

る「タイトル」を変える事によって作品自

体のF「象をも変えてみようとヽうのが私の

作品なのです。

アニメーションにおける

心理描写と色彩学の引用
～DEAD LINE～

糸見功輔

デジタノンアニメーション「デッドライン」は、

生と死のセトギワに立たされた人間の表

情や心理状態をl奥像化することを目的

としたもので、内面の心理的な要素、思

考を表現するため1ヨよ、色から受けるイメ

ージ、連想される言葉や具体的なものを

参考にし、それを基に構成、制作してい

ます。時限爆弾と男、赤と青のコード、恐

怖と緊張、生と死のEせとぎわ]アニメー

ション。
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デンキとエングンのコミュニケーション型
～デンキ・コ″ クト～

杉野理恵

生活のすき聞。人問のすき間。エア、ノン

ギーのすき問。そしてコミユニケーション

のすき問は絶えず存在し、いつもやるせ

なヽ 一ヽ方通行で人間とコンタクトを取ろ

うとする。日1こ見えないコンタクトの代表

者デンキが根付かせた蒙ンタクトはデ

ンキ・コード十プラグ十コンセント=タコ

足配線が私達の生活を取り込んでいく

事にある。プラグ・ボックスに取り囲まれ

コードの巣へと身を投じよう。

現実の多層性について
～現実をめぐる幾つかのプラン～

平野聡子

「現実界」を膨大な情報が焼きつ1)られ

た1枚のアィノツムだと仮定すれば、私達

はそのほんの一部分を取り入れ、自分

なりの現実を脳内に再構成しているの

ではないでしょうか。

「現実」がそことこ存在する人の数、そして

その1人 1人の意識の数だけ(又はそれ

以上1こ)あるのだとすれば、少し見方や

角度を変えるだけで、私達は幾通りもの

現実を生きる事ができるのではないか、と

私は考えました。

矢印
～物語る矢印～

森本愛子

方向、指示、移行や変化などを表わす

矢 F,を用いて、『矢印の新しい視党的

表現と可能性コをコンセプト1こ、絵言葉

的な遊びを取り入れながら、詩にそわせ

て展開させた。詩と矢印の流れを活か

すために屏風状の形態にし、形を明確

にする為に背景を黒色にした。また、矢

印1こつモヽてまとめたものを資料集として同

形態で制作した。詩は、谷川俊太郎氏

の詩集より10編選び出した。

インタラクティブによる

タイポグラフィックデザイン
～文字遊戯～

文り暁I其

観賞者に一方的にイメージを押しつ1)る

のではなく、常に相互のコミユニケーショ

ンを図りながら、イメージを同時進化さ

せるとヽう新しいデザイン表現で、漢字

を素材として使 tヽ、観賞側の操作とこよっ

て常にインタラクティブに変化、そして時

間とともにみえる形が変わっていくような作

品を、
｀
文字遊戯

〃
(Playing Lctter)の

タイレンで、一枚のCD―Rにまとめた。

五感の探究 ～五感のかたち～
～綺羅星天象紋儀～ 映像における時間モデブツ構築

中西智子

外吉隙こ付ヽ てヽいるハンドノレを回すと中の
円盤が動き、七つの穴それぞれが異な

った変化を生み出す紋様プラネタノIタム
｀
綺羅星天象紋儀

″です。これは五感と

正五角形の筒の中に取り入れ、複数
の人が同時に感覚の微妙なゆらぎを体

験出来る万華鏡です。底の部分とこ5種

のコラージュが入っており、好みに応じて

交換出来ます。これを綺羅星天象紋儀
にか1)ると宇宙のような空間が広がりま

す。

草野圭―朗

この作品に,D'いて日子旨したこととよ、ナノレ

キッノスとエコーの神話、デメテノン=コレ

ー元型、存在しない青薔薇、変化を象

徴する数字 1`3″等といったいくつかの断

片的なイメージ群を、周期性と非可逆

性とを併せもつ時間モデノンの中で、繰り

返し立ち現れる流動化された電影の記

憶として緩や力!こ編み上げること。この作

品に出演してくれた二人、協力、助言し

てくれた人々とこ心より感謝します。

守
‐

守
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演劇における舞台の形状と観客の視点(論文)
まつろわぬ眼差し～舞台構想～

◆空間を切り取る境界線は、それをミル

者の限差しの上にある。

◆この「ミノン」という行為を起こすことは、そ

の限差しの上に物事を捉え、常に本質

を知ろうとすることを前提 1こなされていたと

いえる。表象文化論を説く小林康夫氏

は著書『身体と空間』のなかでこう言って

七ヽる。

◆「見えるものの感覚にとどまることなく、限

差しは見えるものを少し向こう側へ超えて

いかなt)ればならない。」

◆その限差しを、意図せずとも造り出し

てくれるものがある。それが芸術で′)る。芸

術とはどうヽうものであるか定義することは

難しい。たとえtド、アノンタミラの洞窟の壁

画が、記録のために描かれたものであ

れ、観られるために描かれたものであれ、

いたずらに描かれたものであれ、人の目

を惹き付1)るものであることに変わり1まないo

そしてその限差しは、マ同窟の壁としう描か

れた境界線を超えて遠く古えの風景へと

想像力をかき

たてる。あえて

定義するなら、

そんなそこ1こ在

るものという現

実を超えて、そ

の存在意思を

感じさせてくれ

るもののことだ

と考える。

◆その芸術と

いう文化のな

かでも、とりわけ

ミノン者の眼差

しにこテごわって

いるもの、時間

と空間に人間

の身体と精神

を描きあげる

空間演出とし

ての演濠Jを取

り上げてみた

いと思う。演劇

はどの様な目

的で文化とし

【学科賞】桶谷経宏

て定着していったのか、その行為はもとも

と神 へ々の奉納、祝祭行為 1こその起源

があると考えられている。し力】し,寅lttUにか

かわらず、歴史をたごるというのは容易な

ことではない。また私自身この日で確か

めたわけではなく周囲の状況でそうだと

判断するしかない。およそこうとま言えるの

で1まないだろうか。人間が本来もち備え

た表現する行為を他の人間に、またはそ

れを超えたところにあるとされる自然や

神 へ々向けてなされることが、マ寅劇という

文化の起源にあるのではないだろうか。

すなわち表現する精神とことってその行為

を見守る「眼差し」こそが演朦Jに不可欠

な要素なのである。

◆映画に比べて再現性に劣り、均質な

環境を提供できない一回性の不安定

な空間として評価される劇空間に,D‐いて

くプロセミアムの圧制〉ともしうべきパース

ペクティブの呪縛から開放されることを

願うH手、演出家は観客とのコミユニケーン

演劇における舞台の形状と観客の視点

舞台1/20模型

舞台イメージ

劇場コンサルタント清水裕之氏の提唱する

視軸に基づいた劇場の構図による要素の解体

ABCか ら見た包囲円乗型の舞台構造 Aか ら見た対向型の舞台構造

BCか ら見た扇形型の舞台構造 Aか ら見た道行型の舞台構造

芸術企画

fO璽ヨ岳iエヤ
プ



ョンに、スペクタクノンとこよる幻想性を、あ

るい1ま逆 1こく内なるもの〉を秘めたるを演

出することを試みるであろう。空間演出と

は、映像などのく表面芸術〉1引まない、現

実と虚構をつなぐ境界に漂う可能性をつ

かむこ〕こ等しい。時に、その境界上の劇

空間は、我々とこ深度の深い眼差しを要

求してくることがある。,寅濠Jとは限差しの

芸術なのである。

◆演劇空間は、予め定められた出来事

がゆらぎのなかで再現される空間として

機能する。

◆日常生活にお
‐七ヽても、また非日常的

状況中でも、人は誰しもその世界を理解

しやすいようにとそれぞれの視点によって

物事を認知することを知っている。それは

他の生物と共通の世界と、自身の理解

の世界との間に境界線を生み出すこと

で、物語の存在する空間を切り取るとい

う作業 1こ他ならない。演劇は日常から少

しずれた幻の上、虚と実の境界域に戯

れているのである。

◆まつろわぬЫよ従わぬ、観られる者と観

る者が必ずしも同じものを意識している

わけではないとい労日互の関係に、パラド

ックスが存在しつづ1)ている演劇におい

て、その状況を打開しようとした人々の試

みは何を生み出したのか。

◆また、共通の何かを生み出す、可能

性の世界とも言える演劇について、過去

の劇空間に仕組まれたものを考察し、

理解な架める。

直すことを目的としている。

作品では、回転しているオブジェに対

し、観賞者が装着するヘッドマウントデ

′ヾイス(HMD)とこよってアニメーションを

再生させる。HMDにはフェナキステイス
コープ(ストロボスコープ)が取り付けら

れておⅢり、観賞者が自分の見やすいよう

に回転速度を調節できる設計とした。作

品のテーマは、人間と映像にお1)る両者

の関係の提案である。

これらのことから、「不思
“
義」と「驚き」のど

現代ものの怪図鑑 (論文)

ちらかの感覚を与えることができれば人

間の知覚を′とヽ地よくずらすことができるの

が解る。そして、動きの知覚は普段ほとん

篤 識されることなく生活の中に理もれて

しまっている、テレビ等数々の動き1こ関す

る現象も本来はそのような感覚を刺激す

るものであること力1解るようになる。

「動き」1こより「不思議」と「驚き」の感覚を

与えられる葡三品とこオ女することから始まり、

新鮮な認識を持つことで、我々の知覚

世界は豊力載こ拡がってゆくのである。

が発生するのだ(図 2)。

カラカサ
'つ

'化け、提灯お化1)がそれに属

する。

科学技術の発達 1こより、}児在 メ`ディア

機器
〃という新たな形態の

｀
道具
″が人

を取り巻き、物理的空間を共有するコミ

ュニヶ―ションから遠ざけた。

危険1こ満ちた自然界に生身の素肌を

晒すのを恐れるように、愛憎渦巻く人社

会に己の内面《精神・心》の全でを晒

すこととこ抵抗を感じ出した人は、メ`ディ

ア機器
〃
をバツケードとこ《カプセノン化》

し、人社会《第二の自然界》の内側に、

自己の精神世界である《第二の自然

界》を形成したのである。

これとま《第二の自然界決こお1)る
｀
道具
″

と同じ働きであり、また` メディア機器
〃
達

と《良い            (図 2)

依存や過信によってソガィア機器
″
との

《良い関係》を損なった時、リディア機

器
″
達も
｀
ものの怪
″
化すると言えるので

はないか。

これを
｀
ものの怪
〃
発生の第二段階と呼

ぶこととこする(図 3)。
｀
ものの怪ηま人間の心理をついて存在

を主張し、社会に何かしらの変化が訪

れたことを人間にしらしめてきた歴史を持

メ`ディアノP秀鷺器
″が自己の精神世界に

密着している分、人は心理的影響を受

けやすい。

その結果現代 メ`ディア機器
〃が起こし

ている様々な社会現象は、
｀
ものの怪
〃

化した彼らが発する、現代社会への何

かしらの《警鐘》と言えるのではないだろ

うか。

メディアはメッセージ。
｀
ものの怪
″こそが、

《大自然の大いなる意志》と私達をつな

ぐメディアなのである。

(図 3)

関係》

密約 こ

とで、人

は円i骨

に生活

を送るこ

と力゙て争き

るのであ

ろう。

しか し

過度の

◆世界苺見の第二段階…`ものの怪
″の第二発生 ◆世界悦の第二段階…

くものの怪
″の第三発生

イラン映画研究 (論文)

されます。第二次世界対戦での中断が   目下の問題点は交通規制ができなモヽこ
再開された1948年から1ま検閲の強化に  とで、室内や夜、もしQよ交L外で展開する
より知識人の参入ができず、観られる映   作品が多いこЫよ映画を観ていても感じ
画の殆どが外国映画となります。1964年   られます。
に制作された『せむし男の夜割(ファロッ  ーイラニアン・ニューシネマの特徴一
ク・ガファリ監督)が発端となり、知的映  現実的で斬新な社会描写を特徴とし、
画の波が起き、これは「イラニアン・ニュ  当時ヨーロッパでは「心理主義フアツズ
ーンネマ第一世代」となり1984年以降  ム」が崩壊し文学作品の映画化が非
～現在の「イラエアン・ニューシネマ第  難された折に、小説、哲学、心理学を重
二世代」の規範となります。1978年から  視した第一世代と革命により諸外国との
のイスラム革命及び後処理 1こよリイデオ  関わりを断たれた第二世代がイスラム
ロギーの変化、中央集権化による映画  的価値観や美意識へ回帰したことが要
産業の統制等の構造の変化が見ら  因となり、知的且つ芸術的な独自のイラ
れ、デモによる映画館焼討ち、ホメイエ  ン映画のスタイノンを持つものです。
発言(映画は人を堕落させる。等)も始   ―作品に触れる一
車を力1)映画は衰遇します。1983年とこイ  イラン映画は生活を描いた作品が多く、
スラ
^文
化指導省が発足、検閲強化さ  貧囚層の人々の生活を描き一般大衆

れイスラム的価値に基づく項目(・性的  に熱狂的に支持される監督の一人であ
描写禁止・女性のベーノン着用義務。  るモフセン・マフマノンバフ監督の『行商
結末を明るくする。謙遜を保つ)が加わり  人』(1987)を取り上げます。
監督達は生き残る為にも技法を磨かざ  監督作品の特徴は｀循環″を描くことで
るを得ない状況となり結果、現在も続く  あり、他の作品でも観ることができます。
｀
知的芸術映画

″
の流れを持つこととなり  行商人では「時計」「やマと叫ぶ子供の

ました。1989年 以降はホメイエ死去等に  声」がF「象的に使われた3部構成の作
より比較的自由に製作できる状況です。  品です。
第一話・幸せな子供      第二話・老婆と息子      第二話・行商人

近親婚の為に障害児ばかり産み続 t夕る

夫婦が子供を捨てるべく駆け回る一話、

車椅子の老婆の世話に日々 を捧げる

頭の弱い息子を描く二話、どんなシナフ

オを描いても死へと繋がるギャングに追

われる行商人を描く三話から成り、登場

F行商人』に見られる循環

人物達は日々 の、また人生の循環を自

らが、あるヽ lヽよ逆らえないものによって選択

し、繰り返す。きっと自分自身(観客)もそ

うであろうことlこ気付かずに悲しくも可笑し

い人 の々生活をこっそりと覗いてる喜びを

感じてしまう作品です。

全方位環境舞台芸術企画/戯曲『木洩れ月の杜』

ストロボスコとプを利用した立体アニメーションの研究(論文)

～命を宿すモノ～

生きているはずのない` モノ
〃
を
｀
生き物
〃

として認識するとしう行為は日常生活の

中で頻繁に見られる。特に日本人はそ

の傾向が強いと言われ、それ1こは日本

人の持つ、
｀
ものの怪
〃
という独特の思

想が背景にある。

日本人は古来より、アミニズム思想とこ貝u

って、森羅万象。自然界の全てとこ`命・

精霊
″が宿ると考え、そこに超自然的霊

力の存在を認識してきた。

自然界がもたらす恵み(プラス作用)に

対して『神』を創造し、『iEる。崇める』等

の行為でそれを媒体に感謝の意を表

し、自然界とバランスを図ろうとする。

一方、災厄などのマイナス作用は、『iB

り熱こ失敗した為に、自然界とのバランス

が崩れた結果だと考えた。

自然界は恵みを与える一方、生活は常

に危険と隣接して,っ・り、人はそことこ発生す

る、何‖寺何カミ起こるか′ォからないとヽ うヽ

『混沌 (カオス)』に《警戒》と《不安》とい

う2つの心理を絡み合わせた《恐怖》とい

う感情を抱く。

その《恐怖心》が人の想像力を動員し、

プラス作用の『 4申』の存在と対を成すよう

に、超自然的霊力のマイナス作用 1ヨま
｀
魔・鬼・妖怪。ものの怪

〃
などを具体像

として存在を認識し、共同幻想の文化

を作り上げていったのである。

これを基本理念とし、一般的自然界で

ある《第一の自然界》にユ。
‐
1)る原始的

｀
ものの怪
″
の発生を

｀
ものの怪
″
発生

の第一段階と呼ボことlこする(図 1)。

早川貴予

河童、天狗、ぢlA狸の類がそれとこあたる。
｀
ものの怪
″
発生の第二段階に属する

のが、人工物である`道具・モノ
″から発

生した器物系
｀
ものの怪
″である。

人の身体器官の拡張として出現した
｀
道具れま、自然界の危険から人を護る

役割を持つ中で、自然界と人の間に一

線を引いた。

それが社会レベノンまで拡大した結果、

人が生活基盤を置く新たな世界として、
｀
道具れこ保護された人社会《第二の

自然界》が形成される。

元 身々体器官の延長であり、常に身近

な存在である`道具れこ、人は愛着・親し

みを感じ、大切に扱うことで
｀
道具
〃
と《良

い関係》を持とうとした。

しかし《第一の自然界》に孝Dわ 1)る
｀
4申
。も

のの怪
〃
同様、粗末に扱う等して《良い

関係》が崩れた時、《第二の自然界》

の夕ヾランスを保つ媒体としての役割を

持った        (図 1)

｀
道具
″

が超自

然的霊

力を帯

ば器物

系
｀
もの

の 1来上
〃

(―
‥現瞬Hこ

と」『イ句卜憩こ

神』と呼

ばれる)

|、 々
・

連白無おも壼カ

ー   十
1塁|____

港
tひ「感謝怠)要
謂昼

◆世界税の第一段階…`ももの1登
″の第一発生

ギ班ち
(第一の自然界)

黛ぬ霊カ
危

l'件
具
)

～動いて見えることと不思議さの関係～

動くもの日まただ動くとヽうだけで気を引く

存在となり、関心の対象となる。人は動い

て見えるものに対して、非常に繊細な感

覚を持った生き物である。

動きとヽラ現象は、その対極に位置する

静止としう現象が存在することで、より強

調されて現実のな力→こ頭在化していく。

その「動」と「静」のパラメータを変更する

ことでその均衡は崩れ、通常あまり使わ

れることのない視覚の性質が表舞台に

現われ、非日常的な状態つまりは不思

議な状態として動きを知覚することとなる。

この研究で1ま映画発明以前の映像装

置の研究から、近現代の視覚芸術に

,D・ 1)る動きの問題へと発展させてゆく。そ

して、現在のメディアアートヘとつながる

系譜のな力1こ
'D・

して、動きを把握すること

谷日正博

力再ら再現すること、さら1ヨま操作することヘ

と変貌を遂げてきた「動き」とこ対する感覚

を理解し、作品に還元することで、動きを

再生するというこЫま驚きと面白さに満ちた

不思議な}見象であることを、改めて考え

～映画の向こうにみえるもの～

イラン映画の独特の温気を帯び色褪

せた雰囲気に酔いしれると共にイランに

ついての知識のなさを知り、どの作品か

らも感じる政治。文化・宗教との深い関

わりを直感し、【イラン映画を通してみえ

るイランと映画の関わりを知る】為に、映

画から見えるもの、イラン文化力】ら見えるも

のを知り、映画をより深めたいと考えまし

た。また、一般的ではないイラン映画を

知ってもらうきっかけにしたく、ガイドブック

形式の小冊子を制作しました。

一イラン文化研究―

そもそも遊牧民族であったペノレシャ民族

はパノンサ(現ンラーデ)に定住、以降400

原田陽子

年間続いた繁栄期は異民族支酉醜こより

衰遇、しかしこの異民族支配こそがブロ

アスター教を信仰していたペノンシャ人を

イスラム化したもので、この時より1935年

にイランと改称した現在もイランは敬虔な

イスラム国家であり、これはあらゆること

(政治。文化。生活習慣・映画)に反映

されます。

また、映画を観ると不思議に思うイスラム

独自の習慣も解説します。

一イランI典画車)と跡―

映画は1900年に王の趣味として持ち込

まれ十数年後に大衆のものとなりますが

イスラム聖職者から1よ
｀
計されざる罪

″
と

全ての人

イラン映画に触れ始めて9年、ゆっくりで

はありますが日にする機会は増えつつあ

りま現私自身ももっと多くを見たいと思います

の持つ循環

し、今まで槻る機会のなかった人も走非

花見て欲しいと心より思っています。

◎
普
の章
い囀

Ｌ

自己中心 責任転換 現実逃避 不自由な自由 非現実 連命

子供を捨てたい夫婦

切れな

老婆の世話をする息子

不快な

どう転んでも死ぬ行商人

への恐怖
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文字の樹・文字の森 近未来都市生活におけるクブレマの提案

尾崎責史

言葉を持たないクノンマは人間の本能が

如実にあらわれて幸っ・り、アクタイオンのサい

を持ったアム化鹿そのものである。人々は毎

日、4つ輪の生き物 1こ変身し、グーテン

ベノレク以前の活字1こよる意志表示の

行えない世界へと回帰する。

その結果、機能日ま力■)離れたスタイツン

グにより、意志の表示、誇示を行い、社

会への鵞1織化を承認してもら,D‐うとする。

そして、これは未来であろうとそう変わりは

しない。

地域・集落計画 歴史的環境に

おける整備手法の実践的研究
～太山寺・龍象院再生整備実施計画を事例に～

鎌田誠史

神戸市で唯―の回宝、大山寺の小寺

院「龍象院」の再生実施設計を行った

内容から「実施設計のデザインプロセ

ス」の分析を行い、さら1こその結果から

「歴史的建造物の整備に関わるデザイ

ン手法の在り方」を論文に纏めた。作品

の形態はAl図面12枚と模型3個とし、

龍象院の実施設計を具体的に表現し

た。平成10年 3月 末に完成した龍象院

は、文化財に登録され新しく生まれ変わ

った。

ミアレ音。キク文字・オノマトペ

竹内淳子

0「聴党的な音を視党的にみる。視覚

的な文字から聴党的要素をとらえる」とい

うコンセプトで、擬音話・擬態話を扱っ

た作品を制作。擬態語 1よそれぞれが時

間的要素を持つとしう研究結果をもとに

して、アニメーションとヽラ手法を用いて

作品化している。

●動きのスムーズさよりも、言葉の面白

さ・文字の組み合わせの面白さが伝わ

るイ
′
F品をロオ旨した。

Matic Network

加藤裕哉

非物質的なンステムがアートの世界観、

メタファーを想像することが出来るであろ

うか。

「info maic」はメッセージをコンピュー

タネットワーク内にとどまらず、異なる文化

を基に発展してきた様々なメディアヘと変

換し送信していくンステム。

「sound matic」は人が知覚できないネ

ットワーク内の情報の流れを聴覚可能

にすることとこより、止まることのない情報の

流れを表}児するシステム。

人間は音声を組み合わせて言語を作

り、膨大な意味を記号化した。紀元前

3000年頃になると、高度文明圏で相次

いで「文字」が誕生した。

現在 1こ至るまでの約5000年にも渡る文

字の歴史は実に複雑多岐であり、直観

的tヨよ理解できない。そのため本研究で

は文字の歴史を文献調査し、文字がど

のような過程を経て現在のかたち1こ発展

したのかを明らかにし、文字の歴史の

再構成を試みた。

文字のかたちの歴史的変化は、それが

使用された地域的環境の中で、書くも

の(筆記具)、 書かれる場(書字材料)、

そこ1こ残されたもの(文字のかたち)の 3

者の積極的関わりの結果である。文字

の歴史を以下の6つに分け、それぞれの

かたちの変化を論じている。

①自然拙写から記号の定着まで

②古代文字の発達

③ラテン・キノノツ系の文字

④ヘグライ・アラビア系の文字

今東淳雄

⑤インド・東南アジア系の文字

⑥中央アジア・漢字系の文字

世界の文字をただ単1こ網羅的に研究

しただけで1よなく、文字のかたちの歴史

的な変遷の上で重要な事項を多角的

に分析した。さらとこ文字の美を紹介する

ページを随所に設け、1冊のブィジユア

ノンな木として完成させた。

rろ
し

「
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悪趣味―DETESTS―
～その概念と認識についての考察～

一連の悪趣味にお1)る研究は、私自身

の作品とこ対するpF究、探究でもあった。

本論文における結果は、作品として表現

して初めて完成されると思っている。今回

製作した4つの作品『身体拘束』『身体

装飾』『権力』『かわいい』を見て、「悪趣

味」であると感じ、さらに「なぜそう感じるの

か」としラ疑門を持って欲しい。

悪趣味をヨま必ず意味が存在する。今回

制作した4つの作品にも、それぞれ異な

【芸術工学賞】杉本真理子

った意 l床があり、基本的な意味の解釈

は論文とこ基づいている。この作品の目

的は、「悪趣味」を表現するだけでなく、

見る者に「考えてもらう」こと、「(性的)マオ

ノノティ(=多数決制度によってできる少

数派的な意識)を引き出すこと」である。

ノーマノレ(=多 数派)だと思っている

人々にも悪趣味性があるものとし、自らの

「悪趣味」な部分を感醜 って欲しい。

都市におわける複合施設のあり方とその問題(論文)

～駅建築を通して考える都市と建築のデザイン～ 松本 拓

はないだわか。

しかし駅は最初 1こその都市 (まち)を体

験する場所であり文化や人々を知る場

所であることは現在でも同じである。都

市の駅という複合施設に,D・ 1)る「場所

性」とはそこに見ることが出来る。つまり、

「都市体 験できる場所」としてい力載こ場

所・空間を作り出すかとヽ うヽ点である。そ

の一つの可能性は「広場」という捉え方

である。「広場」とままちの雰囲気を感じ取

る場所であり、いろいろな人の集まる場

所でもある。

都市の複合建築において、「場所の構

築」あると載よ「場所性の獲得」とは画一

イとしつつある複合建築をそこにしかない

固有のものにする事であり、それは都市と

の関係性も構築し得る可能性をもって

いると言える。駅を広場として構築すること

は、建築の中に都市空間の一部を組

み込むことで新しい主体性=場所性を

獲得することlこなり、同時に都市の一部

分として利用されることは都市そのものを

体験することにつながるだわ 。

複合建築1こお,テる「場所性の獲得」は
r都市性の獲得」と言い換えることができ

それは都市空間に欠落している部分を

建築的に補完していにとであると言える。

建築がその固有性を示すためとこは、単

にそれが持つ「機能」的目的性が明確

に示されるだけでなく、それがつくりだす

場所・空間の持つ雰囲気との一体的

な関係性の構築が必要である。

しかし、都市の中の多機能化された施

設 (以下、複合施設)1引よ、場所・空間

の持つ雰囲気が感じられず、その機能

性だけが突出したものが多くあるように思

われる。

この複合施設にお1)る場所・空間の雰

囲気の欠落を「場所性の不在」として

問題視し、都市の複合施設のあり方を

その視点から考えてみることとこする。

例えば、駅という都市施設は、かつて1ま

鉄道とヽう新しい技術を市民に示すメデ

ォアとして利用され、また市民にとっては

様々な文化や人々に出会うことの出来る

場所として利用されてきた建築である。し

かし、そうした意味的な部分も次第に制

灘 られ、駅は単に機能性だヤ)を求める

ものとして複合化した時から、それは「場

所性」の不在とヽ うヽ問題を持った建築

であると言える。特に都市のターミナノン

駅は、大規模な複合化の結果、駅という

主体が見えなくなる1まど、他の機能が量

的にも際立ったものとなり、駅は単なる通

過点としてのみ機能していると言えるので

デザインにおける「活動する身体」についての考祭(論文)

～バゥ八ゥス、ァフォーダンス、ユニヴァーサル・デザイン～ 笠置勇星

値観を生産するものを、「健全者幻想」

と名づけ、その乗り越えを呼び掛けた。

「健全者文明」と「健全者幻想」は互い

に再生産しあっている。この循環を断ち

切るためtコよ、障害者の固有性に根差

した「障害者文化」の構築が必要であ

る。そして、逆説めいてモヽるが、「障壁」こそ

が「健全者幻想」を解体する要因となり

うるのである。「障壁」を体験し、また他者

とその体験を共有することが、個々の身

体の固有性の理解を促す。障害者の

疎外につな力幣「障壁」の除去と、「健全

者幻想」那 体するための「障壁」の積

極的構築が、今後のデザインの課題

●ユニブァーサノン・デザインの問題点

は、「健常者のできることをできない人々」

として障害者を定義する通念を背景 1こも

った、「障害者にやさしい環境は、健常

者にもやさしい環境である」という考えを

招き寄せていることである。実際 1こは「障

害」Hよ、「特定の身体をもつ存在と特定

の環境の組み合わせ1こよって成立する

特定の状態」が、その存在に対し不利

益となる現象のことなのである。70年代の

日本の障害者運動は、障害者を排除

することで発展してきた現代社会を「健

全者文明」であるとして批判し、その

解体を主張した。また、「健全」という価

21 22

なのである。

●ァフォーダンスとは、環境に実在して

いる、生体にとっての「行為の可能性」

である。生体が持続的に環境と接触す

るなかで、その生体の身体の固有性とア

フォーダンスが組織化し、行為が発生

する。デザインとは、アフォーダンスを内

包している環境を改変する営みである。

つまり、新たな行為の可能性をうみだし

うるものなのである。

●バウハウスは、多様なデザイン理念

の実験場であった。そのなかでは、シュ

レンマーが舞台工房で行ってヽヽた試み

が注目とこ値する。身体 1こ制約を与える

衣装や舞台が、新たな舞踊をうみだす

ものとして採用されていたのである。この

ような手法の可能性は現在でも汲み尽

くされていないといえるだわ 。

●「健全者幻想」は、環境の再編 1こよっ

てうみださせる新たな「行為の可能

性」=アフォーダンスとこよって解体されう

る。身体の多様なあり方を積極的とこつく

りだす可能性をもった環境の構築が、

デザインとヽう領域において模索されな

ければならない。

●本論文は、障害をもつ人々の心情を

代弁するものでは1)っしてない。それらの

人々の問題意識をうけ、触発されることこ

そが重要であり、それ1こよって、現状の再

吟味が喚起されるべきである、とする立

場にたつものである。

ムの改善」を重要視して住居計画を行

なった上で、「外構」によって、住居の不

完全さを補うとヽう、柔軟な計画が必要

である。

住民参加型の衝区公園デザインに関する研究 (論文)

|

|

|

|

+

現代住居・住環境の「地域性における開放化」に関する考察(論文)

～ワークショップ「考えよう/東垂水公園」を事例に～

■研究の目的と対象

本研究では、街区公園である東垂水

公園で行われた住民参加型の公園デ

ザインであるワークショップ「考えよう/束

垂水公園」を対象に研究している。

東垂水公園は私有地の市民公園だ

ったが、神戸市の土地となり都市公園

になることになった。

都市公園1こなっても以前と同様に市民

が管理・運営していく公園づくりとして、ワ

ークショップ方式を取り入れ、住民参加

型の公園づくり「考えよう。/束垂水公園」

を4子ってきた。

本研究で1よ住民参加型のまちづくりの

方法論がテーマとなり、計画案づくりや

設計作業を、い力■こ参加可能なものとこし

ていくかの手法を焦点に置いている。

■研究の方法

予 T詩調査として、立地条件・自然条

件・利用状況などを}児地調査を行い、

地域活動団体を集めワークショップ準

備会を行い、得た意見などからワークシ

ョップのプロセスを組み立てていく。利用

状況など参考に住民の参加形態を割り

出し、ワークショップの日程・プログラム

など準備を進める。第一回、第二回「考

林 尚予

えよう.′束垂水公園」を行う。第二回で

は、「運営・利用・管理」のJつのテーや

に分かれて話し合い、公園を実際に考

えたいとヽう住民を選出する。

■ワークショップでの成果

1.住民が必要とする場所

2.地域のコミユニティの形成

3.社会のしくみ

4.人と場の対話

5.神戸市での位置づけ

■これからの課題

「考えようr束垂本公園」は、とても恵まれ

た事例であった。「たまたま」良い条件が

そろっていたことが上げられる。

計画や運営への参加を一般的なもの

にするために、誰がやってもある成果を得

られるような手法を確立し制度を整備

し、仕組みを作り出すことこそ重要であ

る。しかし、ワークショップはケース・バ

イ・ケースで時期や目的によって様々で

あるし、方法は一つとlよ限らない。

地域住民の活動は、偶然を必然に転

換するしなやかで軽やかな思考と身の

こなしで硬直化した世界を揺り動かし、

人と人、人と場所との関係に新しい地辛

を開くであろう。

～福井県嶺北地方の伝統的農村集落を事例に～

■研究の目的

本研究は、現代日本にお1)る「住居の

閉鎖化」を危機的状況と認識した上

で、「住居の画一化」と「地域性の消

失」をその要因の一つと考えている。

そこで、「住居。住環境の開放化」を推

進するとこあたり、その地域の人々の生

活・意識・考え方が住空間に現れる「地

域性の表出」が可能となる計画の方

法・仕組みとこついて考察し、現代住居

の典型ともいえる、画一的な「プレファグ

住宅」を中心に提案することを目的とし

た。

■研究の方法

本研究では、福井県嶺北地方におい

て、同形態の住居でありながら、それぞ

れ異なる地域的特徴を持った集落空

間を形成している4つの伝統的農村集

落 (福井市大土昌町・下所生田町、

声原町中の浜。中番)を対象地として、

見学調査、とアノングを行った。そし

て、それぞれの特徴的な空間構成要素

と、その背景とこある社会的構成要素 (風

土性・社会性・歴史。その土地独特の

文化や思考等)を分析した上で、「地

域性に,Dや｀`で開放的な住居・住環境」

の形成の仕組みを導きだし、「画一化」

「閉鎖化」の代表例ともいえるプレファブ

柳川奈奈

住宅・新興住宅地 1こ対応させ、「開放

化」への提案を行なった。

■「地域性の表出」のしくみ

分析 1こより、住居の「型」と「外構」の補

完関係による「地域性の表出」の仕組

みが導き出された。(図 )

■現代住居におⅢl夕る「開放化」の提案

「プレファブ住宅」は、商品としての意識

が強いことから、外部環境への意識を

遮断し、住居単体で完全な住環境を

作り出してモヽるところに「閉銀化」「地域

性の消失」の要因がある。

したがって、
。設備 1こよってで1まない、自然な状態で

の、「住居内部の空間性の向上」・愛

着や住みこなしを誘発する「生産ンステ

ある広域での

内部の生活の必要性・普遍性

↓

騒耀馨影讀―→↓
期

外部環境に適応できない部分

↓
屋敷内の構成要素

(計画的行為・工夫》  外構   で補う

↓
「地域性の表出」
人 の々生活・意志の表出

図…1  開放的住環境の形態の仕組み


